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意見交換【事前質問全文】 

質問 １ 利根町の活性化施策と町勢の展望 

質問 ２ 栄橋，朝，夕方混むのでなにか対策ないですか？ 

質問 ３ 東京へ利根町の物産を持って利根町の紹介をしていらっしゃると聞きました。 

東京のどこでどの様な物産なのでしょうか。それは年何回程でしょうか。 

質問 ４ コロナ禍の今年のみならず，例年寂しさを感じている旧態依然とした産業祭の品

ぞろえ。農産物・スイーツ・加工食品など，利根町の魅力を全国に発信できるブ

ランドを創りたいですね。農業振興にも繋がるはず。町民や専門家の知恵を集

めて，積極的に取り組む気持ちはありませんか。 

質問 ５ 空気が美味しい「水と緑の利根町」に住みませんか。利根町の将来像を描いた 

素晴らしい企画。空き家対策としてもおおいに期待していたのですが…中途半

端な活動，そして，ついに消滅？しましたね。 

JR の主要駅でティッシュを配ったあの意欲は何処へ行きましたか。町民の特技 

やサークル活動の紹介，桜まつりなどのイベントも悪くありませんが，それだけで

は都会人を呼び込めません。コロナ禍や自然災害の脅威が迫る今日こそ「ビジ

ネスは首都圏，住まい利根町」を掲げ誘致する絶好のチャンスでしょう。早急に

具現化しませんか。 

質問 ６ 令和２年度より国の法律が改正され，区長は非常勤特別職（公人）から外れ 

「一私人」となった。にもかかわらず，利根町では「区長設置に関する規則」を設 

け，第１条で「町内を３７区に分かち各区に区長を置く」とし，第３条で「区長は職 
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務を区（自治会，町内会等を含む）に依頼することができる」と規定しているが， 

これは明らかに「私人」ではなく「公人」として扱っており、国の方針に反するので 

はないか。町の職務を依頼するのであれば，各地区の住民自治組織（自治会 

等）に依頼する，もしそういう団体がない地区があれば，町が指導し育成してい 

く。そうして，「住民自治」というものを育てていくのが，これからの町のあり方だ 

と思うが，この点どう考えているのか。その２点についてご回答いただきたい。 

質問 ７ 少子化になった現在，統合は止む無しと思うが，布川小学校が統合の諸点にな 

った過程が，教育委員会と学識経験者並に一部の保護者だけの意見やアンケ 

ートで決められた。町民の意見やアンケートが行われなかった事に疑問を持って

います。説明会が有っても事後報告では納得が行きません。布川小学校はグラ

ンドが広く環境も良い所かも知れないが，駐車場もなく，給食設備も文小学校よ

り劣る。町ホームページでは全体像が定かで有りません。 

質問 ８ ますます高齢化する利根町で，移動手段の確保・充実が非常に大事な課題だと 

考えます。住民の減少，空き家の増加も，特に運転手段を持たない，もしくは，

免許返上した方々の日常生活に不可欠な買い物・通院・最寄り駅への交通手段

の不足が一因と思います。サービスを開始していただいている福祉バスは，「行

きは利用しても，帰り便までの時間が永すぎる。利用できる運行時間が，活動の

都合に合わない等」の理由で利用できない様な気がします。最低限の住民の利

便性の確保，これ以上の住民の町外への移住を減らすためにも，福祉バス・コミ

ュニティバス運行の改善をお願いしたいと思います。目的地に到着してから１時
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間程で帰り便が利用できるよう，ダイヤ改正をして頂きたい。また，毎時１本運行

できるよう，必要な車輛の拡充，運転者の確保に予算の配分をして頂きたいと思

います。無料でできれば尚いいですが，多少の利用料金を徴収することも考えた

らどうでしょうか。今後の施策を教えていただきたいと思います。 

質問 ９  議会を傍聴した際アプリを使いスマートフォンに配信とお聞きしました。スマホを 

実際高齢者も所有していますが全体からすると極少数で使い方も通話，メール 

程度です。操作が難しくある程度，自由自在に駆使している人はごく少数だと思

いますので高齢者に操作の簡単な是非防災ラジオの運用を検討お願いします。

私事ですが以前，情報収集の方法が広報「利根」に掲載されていて何度トライし

てもアクセス出来ず役場３F で職員さんに登録してもらいました。高齢者は機器を

使いこなせないのが実情です。 

質問 １０ 若い方々の移住・定住について様々な取組みが行われていることと思います 

が，新たなビジネスモデルの創出や展開が求められるなかで第２期利根町 

ち・ひと・しごと創生総合戦略において，基本目標５ 働くを応援する゛ＴＯＮＥ゛ 

プロジェクトに農業の６次産業推進事業の取組みとして，６次産業化に向けた 

研究・商品開発への支援が記載されています。その現状と今後の具体的な 

支援等についてお聞きします。宜しくお願い致します。 

質問 １１ 国，地域社会，生活の問題をテーマにした住民参加セミナーを外部専門家又 

は役場の専門担当者を講師に定期的に開催し，多くの町民に関心を持ってもら

いたい。例えば町が推進する男女共同参画社会などスムーズにサポート出来る
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町民が増えることにつながるのではないでしょうか。ぜひ我々町民にこのような

きっかけを作っていただけないでしょうか。 

質問 １２ 今年すでに２店舗（わくわく広場＝（株）タカヨシ及び（株）ヤオコー）が撤退し他 

の３店舗（マツキヨ，ランドローム，サンドラック）についても町民として同様の心 

配がありますので，以下の３点について質問いたします。 

① すでに撤退した２店舗のそれぞれに雇用されていた，パートさんとアルバイ 

トさん（利根町民）の人数及び販路として商品を置いていた生産者の数をわか 

る範囲で教えて下さい。 

② 今ある３店舗について①同様の状況について，及び土地，建物の所有者（大 

家さん）と各店舗の契約期限について，わかる範囲で教えて下さい。 

③今後スーパー等が撤退した場合の対応策についての法的根拠（条例等）の 

整備について，どの様に進められますか。 

質問 １３ 永年にわたり未解決の栄橋の渋滞問題，利根ニュータウンの冠水問題に 

ついて解決にむけて一掃のご努力をお願い申し上げます 

質問 １４ １１月７日に開催されたシティプロモーションセミナーは，とても勉強になりまし 

た。利根町とは「縁もゆかりもない」フェリス女学院大学の春木先生と学生さん 

たちが，近郊都市について研究発表をおこない，「行商と企業戦士の町」として

の利根町を掘りおこしていただきました。利根町に生まれ，育ったものとしては，

うれしく感じるとともに，目からウロコが落ちるような新鮮な驚きもありました。食

管法があった時代，行商のおばさんたちが，東京に米などの食料をせっせと運
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んだ行為は，違法あるいは脱法の行為だったかもしれません。でも，そうした行

為が，その後の東京の発展につながっていったのは，間違いのない事実です。

また，多くの「企業戦士」が毎朝，利根町から東京へ満員電車にもまれながら通

勤し，経済発展の一翼をになったことも忘れてはいけないことです。わたしたち

の町は，こうした人たちの日々の営みや歴史のうえに成り立っていることを知り

ました。 

春木先生によれば，この近郊都市の研究をするにあたって，多くの市町村 

をリストアップしたそうです。ところが，この研究に協力してくれるところは，残念 

ながら少なかったそうです。そのなかで，研究に協力することにした企画課長， 

町長の決断を高く評価します。春木先生も，報告のなかで「利根町愛」という言 

葉を発せられていたように思います。利根町は何もない町，なのかもしれませ 

んが，それでも愛すべきところはあるんですね。さあ，フェリス女学院とは，縁が 

できました。今後の展開を，役場と町民がいっしょになって考えていきましょう。 

さらなる発展を期待します。また，取り組みの主体としては企画課だけではなく，

各課がいっしょになったプロジェクト・チームをつくるのも，ひとつの手だと思いま 

すが，いかがでしょうか。 

質問 １５ 「ウィズ・コロナ」を見据えた防災対策のひとつとして「分散避難」が奨励され， 

今回の総務課の取り組みとして，各区の自治会館や集会所などの補修・備品 

の整備がおこなわれることになりました。とてもいいことだと思います。ただ，分

散避難を基本とした場合，その避難先が十分に確保されているかどうかは心も
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とない気がします。具体的に，地域防災計画のなかに，ウィズ・コロナに合 

わせた避難場所の確保や避難の仕方の具体的な指針を盛り込んでほしい， 

と思います。また，ぜひ町長直轄の危機管理室の設置をお願いします。 

質問 １６ 町の人口減対策として，布佐駅・取手駅とフレッシュタウン及び利根東ニュー 

タウン間の朝夕方夜のバス便増発をすべきである。交通アクセスの向上に 

より，子育て世代の転入に結び付くと思う。大利根交通への働きかけ・補助 

はしているのか？さもなければ，町でコミュニティバスを運行すべきではない 

か？御意見をお聞きしたい。 

質問 １７ 住民自治基本条例（仮称）策定の進捗状況及び今後のプロセスについて 

①住民に対しての講習会（勉強会）等を適当なタイミングで開催してほしい 

②パブリックコメントの募集前に適当なタイミングで住民との意見交換会 

（２回程度）を開催してほしい 

質問 １８ 避難所における新型コロナ感染防止対策用の補助金の使用について 

高齢者の一人暮らしが増えています。大型台風等の接近に伴い，利根町役場 

で避難所を開設しても避難所を利用する人はあまりいません。不安はあっても， 

気を使わないですむ在宅避難を望むからです。「自助・共助・公助」の共助です 

が，利根町民の災害時の弱者は利根町民が守る。例えば，夜間に台風が接 

近，上陸すれば高齢者の方々と電話連絡を取り合います。状況によっては，夜 

間でも安否確認に行きます。他の地区でも同じだと思います。緊急時に対応が 

出来るように利根町の夜道を明るくしたいのです。 
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もえぎ野台地区では補助金を，防犯灯の設置，LED化を図るため蛍光灯のLED 

化に使用したいのですが，佐々木町長の温かいご配慮をお願いいたします。 

質問 １９ 地震に伴う断水時の防火水槽内の一時使用について（地震に伴う火災が発生し 

ていない条件での使用）衛生管理及び臭気対策として，水洗トイレ用の水に一

時利用したいのですが宜しくお願い致します。災害時の在宅避難が可能となり，

新型コロナ感染防止対策に有効です。 

質問 ２０ 媒体としてＴＯＮＥ広報を連絡事項だけでなく行政の催事等の結果報告や町民 

の反応，声等を取材し皆で考えて進めるキッカケとなるよう（行政批判でなく）町 

民参加を促すような紙面づくりを期待します。 


